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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、スルファターゼ酵素ファミリーに属します。スルファターゼは、硫酸化ステロイド、炭水化物、プロテオグリカン、糖脂質から硫酸エステルを加水分解します。ホルモン生合成、細胞シグナル伝達の調節、高分子の分解に関与しています。このタンパク質は、リソソームスルファターゼに典型的な酸性pHでアリールスルファターゼ活性を示し、リソソームに局在することが示されている。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2012年6月],補因子:サブユニットあたり1個のカルシウムイオンを結合します。,PTM:N-グリコシル化されています。,PTM:原核生物ではセリンまたはシステイン残基、真核生物ではシステイン残基の3-オキソアラニン（C-ホルミルグリシン、FGlyとも呼ばれる）への変換は、触媒活性にとって重要です。,類似性:スルファターゼファミリーに属します。,組織特異性:広く発現しています。,
	研究分野
	リソソーム;
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	ARSG抗体を用いたパラフィン包埋ヒト肺癌組織の免疫組織化学染色。右の写真は合成ペプチドでブロッキングした画像。
	

	ARSG抗体を用いたマウス肝臓ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	ARSG 抗体を使用した HeLa 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	アリールスルファターゼGポリクローナル抗体を用いたマウス細胞のウェスタンブロット分析

